

















































































































































































































































































　　　　　演出：アイダ レッザ、演奏：エリック エヌカウア、出演：アイダ レッザ、大内米治（SPAC俳優）、舘野百代（SPAC俳優）
　・2部：シンポジウム「シャーマニズ、トランス、亡魂、生霊、治癒―アジア文化圏における亡魂の表徴―」













































































































































































































































































『The Tigon and the Liger』










































































































開 催 報 告
平成30年度　静岡文化芸術大学×浜松市楽器博物館
＜館長対談～この人に聴く～＞
編集後記
　３月に「文化と芸術」を刊行することができました。ひとえに執筆を快諾して頂いた教
員の皆様に御礼を申し上げます。
　本年早々からインフルエンザの大流行と毎年恒例の花粉症に苦労させられた方も多いか
と存じます。健康のありがたみを感じながら、編集後記を執筆しています。
　さて、私事ながら昨年９月より異動により、この「文化と芸術」の編集にあたることに
なり、慣れないこともありながらも、多くの方々のご協力の上に刊行できましたことは、
感謝の気持ちもあり、やり遂げた達成感も感じております。
　例年のことでありますが、３月・４月は大学の業務が多忙な時期であります。
　無事に乗り切るためにも、まずは健康第一であり、業務上に支障を来たさないように注
意深くスピーディーに仕事をこなすことが大事であると自分自身に言い聞かせています。
　また、「別れ・卒業」と「出会い・入学」の時期でもあります。本学を“卒業”される皆
様の益々のご活躍を祈りつつ、新しく“入学”なさる方々とのご縁を大切にして仕事に邁進
したいものですね。（Ｋ．Ｍ）
文化・芸術研究センター主催で2016年から学内で行なっている、コミュニケーションの場としての「ビチャラ会」
での会話がきっかけで、本学両学部の教員が楽器博物館でのトークイベントに参加。2018年8月と11月に開催さ
れた楽器博物館での嶋館長との対談について。
第１回　2018年 8月 4日（土）14：00～
芸術文化学科　奥中康人 教授
テーマ：「ガーン！と仰天、浜松まつりのラッパ」
まつりの法被姿で登壇、ご自身が撮られた浜松まつりの動
画や画像を使って、この地域の楽器や音楽事情の関わり合
いについて講演。後半は館長と、まつりと音楽談義。
第2回　2018年 8月 8日（水）14：00～
芸術文化学科　梅田英春 教授
テーマ：「バリから学ぶ芸能の未来」
伝統芸能と言えども、単に保護活動をすれが良いというも
のではなく、むしろ過保護が芸能も人も衰退させるという
内容で講演。実際にガムランの生演奏も披露し、後半は館
長との民族音楽談義。
第3回　2018年 11月17日（土）14：00～
デザイン学科　峯　郁郎 教授
テーマ：「人をつなぐデザインの力」
デザインとは何か？デザインの力が発揮されている事例を
多角的に紹介しながら、楽器というデザインについて考察
し、講演。静岡文化芸術大学には、文化政策に加えてデザ
インの学びがあることを改めて紹介。後半は館長と楽器の
魅力について対談。
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